
特
集
・
市
民
と
図
書
館
⑥

一
―
港
北
図
書
館
前
史

ニ
―
グ
ラ
フ
で
み
る
港
北
図
書
館
の
す
が
た

三
―
港
北
図
書
館
の
行
事
・
集
会
活
動

四
―
港
北
図
書
館
の
こ
れ
か
ら

録
カ
ー
ド
、
図
書
館
内
部
の
設
計
、
図
書
館
用

品
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
開
館
ま
で
の

日
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
（
当
初
は
五
十
五
年

六
月
が
開
館
予
定
）
様
々
の
便
法
を
用
い
て
開

館
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
の
一
つ
が
図
書
の
発
注

方
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
規
模
で
昭
和
五
十
三

年
十
一
月
に
開
館
し
た
戸
塚
図
書
館
の
目
録
カ

ー
ド
を
コ
ピ
ー
し
、
そ
れ
を
発
注
書
の
か
わ
り

と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
一
見
合
理
的
な

こ
の
方
法
も
図
書
の
納
品
状
況
を
把
握
す
る
の

が
困
難
で
開
館
時
に
欠
本
の
あ
る
全
集
が
並
ん

だ
の
は
苦
い
思
い
出
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

二
―
グ
ラ
フ
で
み
る
港
北
図
書
館
の

　
　
　
　
す
が
た
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港
北
図
書
館
の
活
動
行
事
・
集
会
活
動
を
中
心
に

佃
　
一
可
　
長
谷
川
節
子
　
杉
浦
弘
美
　
新
谷
迪
子

一
―
港
北
図
書
館
前
史

　
横
浜
市
港
北
図
書
館
は
、
昭
和
五
十
五
年
八

月
二
十
七
日
に
開
館
し
た
。
そ
れ
か
ら
足
か
け

六
年
が
既
に
経
過
し
て
い
る
が
、
現
在
で
も
受

付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
つ
と
港
北
区
役
所
と
誤
っ

て
来
館
す
る
人
は
日
に
五
、
六
人
は
い
る
。
ま

た
誤
電
話
も
日
に
数
一
〇
件
を
数
え
る
。

　
旧
港
北
区
庁
舎
が
大
豆
戸
町
に
移
転
し
た
の

は
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
で
あ
る
が
、
そ
の
跡

地
再
利
用
に
つ
い
て
関
係
方
面
か
ら
要
望
と
し

て
だ
さ
れ
た
主
な
施
設
は
次
の
も
の
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
①
結
婚
式
場
お
よ
び
青
年
男
女
の
友
好
施
設

②
図
書
館
③
地
区
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
保
育

所
、
身
体
障
害
児
訓
練
施
設
、
中
規
模
病
院
、

青
少
年
集
会
施
設
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
図

書
館
は
港
北
文
庫
の
つ
ど
い
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
特
に
活
発
に
運
動
が
行
わ
れ
た
が
、
同
会

は
図
書
館
開
館
後
も
後
述
す
る
生
涯
教
育
学
級

の
共
催
な
ど
を
通
し
て
深
い
か
か
わ
り
が
続
い

い
て
る
。

　
市
当
局
は
先
に
挙
げ
た
諸
要
望
を
詳
細
に
検

討
し
た
上
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
、
既
存
施
設

の
一
、
二
階
部
分
約
二
、
〇
〇
〇
㎡
を
図
書
館

に
、
三
階
部
分
約
一
、
〇
〇
〇
㎡
を
地
区
セ
ン

タ
ー
に
あ
て
、
横
浜
市
港
北
セ
ン
タ
ー
に
改
築

ナ
る
方
針
を
固
め
、
構
造
的
安
全
性
、
機
能
的

変
更
に
伴
う
支
障
、
あ
る
い
は
法
規
上
等
の
問

題
点
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
問
題
点
は
か
な
り
広
範
囲
に

渡
っ
た
が
、
中
で
も
鉛
直
荷
重
に
対
す
る
改
造

不
能
と
い
う
の
は
図
書
館
に
と
っ
て
は
最
も
痛

か
っ
た
。
つ
ま
り
二
階
床
面
で
四
本
の
柱
で
囲

ま
れ
る
面
に
対
し
通
常
書
架
配
置
で
は
一
・
八

ｍ
×
〇
・
二
五
ｍ
×
一
・
九
ｍ
の
書
架
が
四
〇
配

置
で
き
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
一
七
程
度
、

柱
ま
わ
り
に
し
か
配
置
で
き
な
い
。
こ
れ
で
は

書
庫
と
し
て
利
用
不
能
で
あ
り
、
図
書
館
と
し

て
は
閲
覧
室
に
改
造
す
る
以
外
に
途
は
な
い
。

現
に
二
階
は
今
日
で
も
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
と
ん
ど

が
閲
覧
室
と
し
て
の
み
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
港
北
図
書
館
担
当
の
準
備
室
が
で
き
た
の
は

昭
和
五
十
四
年
の
四
月
で
あ
る
。
当
館
ぐ
ら
い

の
規
模
（
開
館
時
四
五
、
〇
〇
〇
冊
、
最
終
一

二
〇
、
〇
〇
〇
冊
程
度
）
の
図
書
館
の
準
備
は

通
常
二
年
以
上
の
時
間
が
費
さ
れ
、
こ
の
間
に

図
書
の
購
入
、
整
理
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
図
書
目



①
―
蔵
書

　
現
在
蔵
書
一
二
九
、
四
三
〇
冊
。
児
童
、
一

般
利
用
者
向
け
の
、
児
童
書
、
文
学
、
社
会
科

学
、
歴
史
等
の
図
書
が
比
較
的
多
い
（
図
―
１
、

表
―
1
）
。
五
十
七
年
度
新
規
に
受
け
入
れ
た
図

書
は
一
五
、
九
四
六
冊
。
蔵
書
を
新
鮮
で
魅
力

あ
る
も
の
に
維
持
す
る
べ
く
、
種
々
な
ツ
ー
ル

を
使
っ
た
図
書
の
選
定
、
収
集
、
汚
破
損
本
の

廃
棄
、
買
換
え
等
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

②
―
利
用
状
況

　
五
十
五
年
の
開
館
以
来
、
五
十
六
、
五
十
七

年
度
と
順
調
に
貸
出
冊
数
を
伸
ば
し
て
き
た

図― 1　港北図書館蔵書構成（59年度）

が
、
五
十
七
年
度
の
六
九
八
、
八
九
一
冊
を
ピ
ー

ク
に
、
そ
の
後
、
貸
出
冊
数
は
ゆ
る
や
か
に
減

少
し
て
い
る
（
図
―
２
）
。
こ
れ
は
児
童
書
の
貸

図―２　年度別個人貸出数推移表―1　港北図書館蔵書内訳

出
冊
数
の
減
少
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

横
浜
市
内
の
他
の
図
書
館
で
も
同
様
の
現
象
が

み
ら
れ
る
が
、
児
童
数
の
社
会
減
、
生
活
の
多

忙
等
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般

書
の
貸
出
の
方
は
定
着
し
て
き
て
い
る
。

　
さ
て
、
開
館
以
来
五
十
九
年
度
末
ま
で
の
総

登
録
者
は
九
〇
、
三
九
〇
人
（
一
般
四
六
、
二

図―３　年度別予約図書申込冊数推移

○
二
人
、
児
童
四
四
、
一
八
八
人
）
こ
の
う
ち

五
十
九
年
度
に
図
書
を
一
回
で
も
借
り
出
し
た

人
は
四
一
、
〇
八
一
人
で
あ
っ
た
。
多
く
の
人

に
図
書
館
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
と
あ
わ
せ

て
、
図
書
館
の
お
な
じ
み
さ
ん
の
層
を
厚
く
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
区
別
に
み
る
と
、
港
北
区
を
中
心
に
隣
接
の

神
奈
川
、
緑
、
鶴
見
区
の
利
用
者
が
圧
倒
的
に

多
い
。

③
―
予
約

　
利
用
者
が
求
め
て
い
る
資
料
が
書
架
に
な
い

場
合
、
リ
ザ
ー
ブ
し
た
り
、
購
入
し
た
り
、
他

館
か
ら
借
用
し
た
り
し
て
資
料
を
提
供
す
る
予

約
サ
ー
ビ
ス
も
定
着
し
て
き
た
（
図
―
３
）
。

④
―
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
資
料
相
談
）

　
五
十
七
年
度
よ
り
年
間
三
、
〇
〇
〇
件
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
を
受
け
て
い
る
。
開
館
以
来
の
総

受
付
件
数
は
一
一
、
九
七
五
件
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
―
団
体
貸
出

　
五
十
八
年
に
開
館
し
た
団
体
貸
出
は
、
港
北

・
鶴
見
・
緑
の
三
区
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
し

現
在
四
七
団
体
が
登
録
し
て
い
る
。
蔵
書
は
三

〇
、
一
六
三
冊
。
貸
出
業
務
（
貸
出
状
況
は
表

―
２
参
照
）
の
ほ
か
に
、
文
庫
と
図
書
館
の
連

絡
を
密
に
し
文
庫
を
活
性
化
す
る
た
め
の
文
庫

訪
問
を
実
施
し
て
い
る
。
訪
問
先
で
は
新
刊
書

の
紹
介
や
、
テ
ー
マ
別
の
本
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
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表－２　団体貸出の貸出状況文
庫
運
営
の
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
文
庫
相
互
の
理
解
と
連
携
、
自
主
的

な
活
動
強
化
の
基
礎
と
な
る
三
区
文
庫
連
絡
会

の
結
成
を
促
し
、
連
絡
会
発
足
後
は
連
絡
調
整

の
事
務
局
の
役
割
を
行
っ
て
い
る
。

⑥
―
視
覚
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

　
六
十
年
九
月
か
ら
、
横
浜
北
部
方
面
（
神
奈

川
・
港
北
・
鶴
見
・
緑
区
）
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
と
し
て
、
対
面
朗
読
・
録
音
・
拡
大
写
本
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　
技
術
向
上
、
社
会
参
加
を
目
指
し
、
学
ぼ
う

と
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
協
力
を

依
頼
し
て
い
る
。

三
―
港
北
図
書
館
の
行
事
・
集
会

　
　
　
　
活
動

し
も
の
の
性
格
上
、
利
用
者
を
主
体
と
し
た
方

が
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
利
用
者
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
毎
年
連
続
し
て
開
催
さ
れ
る
行
事

の
中
に
は
、
発
足
当
初
は
図
書
館
が
主
体
と
な

り
、
後
に
関
係
団
体
の
主
催
、
あ
る
い
は
図
書

館
と
の
共
催
と
な
っ
た
経
緯
を
も
っ
も
の
も
あ

る
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
別
表
（
表
―
３
）
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
次
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

①
―
図
書
館
主
体
行
事

（
ア
)
お
は
な
し
会

　
昭
和
五
十
六
年
一
月
に
始
め
た
お
は
な
し
会

は
、
子
ど
も
た
ち
と
本
と
の
結
び
っ
き
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
し
、
毎
週
一
回
館
内
で
、
絵

本
の
読
み
き
か
せ
・
す
ば
な
し
な
ど
を
す
る
会

で
、
昨
年
度
の
、
延
参
加
者
は
一
、
二
〇
〇
人

港北図書館の行事一覧表－3

に
達
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
は
、
特
別
お
は
な
し
会
と
し

て
、
人
形
劇
や
ス
ラ
イ
ド
・
フ
ラ
ン
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど
を
と
り
い
れ
て
、
少
し
大
が
か
り
に

し
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」
と
、
七
月

末
の
一
週
間
毎
朝
ひ
ら
く
「
夏
休
み
朝
の
お
は

な
し
会
」
が
あ
る
。
後
者
は
昨
年
で
三
回
を
む

か
え
て
い
る
が
、
普
段
は
屋
内
の
仕
切
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
で
ひ
ら
く
お
は
な
し
会
を
、
青
空
の

下
で
の
び
の
び
と
や
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
こ

と
で
始
め
た
が
、
同
時
に
屋
外

の
利
点
を
生
か
し
て
、
「
花
い

ち
も
ん
め
」
な
ど
の
伝
統
あ
そ

び
や
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」
な
ど
の

実
験
あ
そ
び
と
、
お
は
な
し
と

を
組
み
あ
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
毎
年
好
評
を
得
て
い
る
。

(
イ
）
戦
争
展

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
人

１　図書館主体行事

　ａ　おはなし会

　ｂ　戦争展

　ｃ　映画会

　ｄ　講演会

　ｅ　読書週間行事

　ｆ　その他

２　図書館以外の機関・個人等と協力
　　しておこなっているもの

　ａ　手作り絵本講習会

　ｂ　港北生涯教育講座

　ｃ　郷土資料双書の刊行

　ｄ　港北図書館ミニギャラリー

　ｅ　その他

　(例年開催されるもの)

写真－1　夏休み朝のおはなし会

口
の
過
半
数
を
占
め
る
現
在
。
。
少
し
で
も
多
く

の
人
に
戦
争
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
毎
年
テ
ー

マ
を
変
え
て
八
月
に
展
示
会
を
し
て
い
る
。

　
昨
年
の
テ
ー
マ
は
「
学
童
疎
開
」
、
一
昨
年

は
「
戦
時
下
の
児
童
文
化
」
と
い
う
よ
う
に
、

身
近
か
で
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
内
容
を
選
び
、
現
物
資
料
を
は
じ
め
関
連
図

書
資
料
等
を
展
示
し
て
い
る
。
近
年
は
、
一
般

市
民
に
呼
び
か
け
、
個
人
の
所
蔵
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
の
提
供
を
う
け
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
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港
北
図
書
館
で
は
、
多
種
多
様
な
行
事
を
催

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
図

書
館
主
催
で
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
催



り
広
が
り
の
あ
る
展
示
会
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

(
ウ
)
映
画
会

　
開
館
以
来
、
年
三
回
定
期
開
催
し
て
い
る
子

ど
も
向
け
映
画
会
に
加
え
、
昨
年
三
月
か
ら
土

曜
の
午
後
に
大
人
向
け
の
映
画
会
を
始
め
た
。

会
議
室
に
映
写
機
を
持
ち
こ
ん
だ
だ
け
の
映
画

会
場
で
、
環
境
と
し
て
は
良
い
と
は
い
え
な
い

が
、
初
回
の
「
泥
の
河
」
は
、
六
〇
人
の
定
員

に
八
〇
人
近
い
観
客
が
あ
っ
た
。

（
エ
）
講
演
会

　
毎
年
一
回
、
主
に
作
家
を
招
い
て
、
講
演
会

を
行
っ
て
い
る
が
、
毎
回
約
一
五
〇
人
の
参
加

者
が
あ
る
。

(
オ
)
読
書
週
間
行
事

　
毎
年
夏
頃
か
ら
「
私
の
好
き
な
本
・
す
す
め

る
本
」
と
い
う
題
で
、
利
用
者
か
ら
本
の
題
名
と

感
想
を
募
集
し
、
応
募
さ
れ
た
も
の
を
集
計
・

編
集
し
て
秋
の
読
書
週
間
に
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
例
年
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
応
募
が
圧

写真一２　「戦争展」

倒
的
に
多
く
、
そ
の
内
容
は
、
子
ど
も
た
ち
の

読
書
傾
向
を
知
る
ひ
と
つ
の
手
だ
て
に
も
な
っ

て
い
る
。

（
カ
）
そ
の
他

　
以
上
の
ほ
か
経
常
的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
し

て
は
、
広
報
印
刷
物
が
あ
る
。
年
二
回
の
図
書

館
報
、
毎
月
一
回
発
行
さ
れ
る
新
刊
案
内
「
あ

た
ら
し
い
本
」
、
子
供
向
け
の
「
こ
う
ほ
く
こ

ど
も
つ
う
し
ん
」
　
（
年
三
回
）
、
ヤ
ン
グ
・
ア

ダ
ル
ト
を
対
象
と
し
た
「
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト

写真一３　手作り絵本講習会

通
信
」
（
年
三
回
）
な
ど
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
の
展
示
も
五
〇
冊
程
度
の
規
模
で

一
ヵ
月
ご
と
に
、
「
広
告
の
時
代
」
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

を
よ
む
」
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
」
と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
大
人
向
け
、
子
供
向
け

共
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。

②
―
図
書
館
以
外
の
機
関
・
個
人
な
ど
と
協
力

　
　
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の

（
ア
)
手
作
り
絵
本
講
習
会

写真一４　開館５周年記念セレモニー（風船とばし）

　
既
製
の
絵
本
が
容
易
に
手
に
入
る
時
代
に
、

母
親
の
手
作
り
の
暖
か
さ
の
あ
る
絵
本
を
我
が

子
に
与
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
企
画
し
た
こ
の

講
習
会
は
、
す
で
に
四
回
を
数
え
、
延
参
加
者

は
一
五
〇
人
に
の
ぼ
る
。

　
ま
た
、
三
年
目
以
降
は
、
第
一
回
講
習
会
終

了
者
で
結
成
さ
れ
た
自
主
グ
ル
ー
プ
「
つ
ぼ
み

の
会
」
が
、
講
習
会
の
運
営
に
深
く
か
か
わ
っ

て
い
る
。

(
イ
）
港
北
生
涯
教
育
講
座
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毎
年
、
若
い
母
親
を
対
象
に
、
絵
本
・
児
童

文
学
な
ど
に
つ
い
て
連
続
五
回
ひ
ら
か
れ
る
こ

の
講
座
は
、
「
港
北
文
庫
の
つ
ど
い
」
が
、
教

育
委
員
会
か
ら
補
助
金
を
う
け
て
運
営
し
て
お

り
、
す
で
に
一
二
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

　
講
座
の
運
営
に
港
北
図
書
館
が
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
昭
和
五
十
六
年
か
ら
で
、
職
員

が
運
営
委
員
に
加
わ
り
、
講
師
選
択
の
際
や
決

定
し
た
講
師
の
著
作
の
勉
強
会
な
ど
に
資
料
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
た
り
、
開
講
中
は
、
出
席

者
が
手
に
と
れ
る
よ
う
に
本
の
展
示
・
貸
出
も

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
講
座
終
了
者
で
子
ど
も
の
本
を

勉
強
し
よ
う
と
い
う
有
志
が
集
ま
っ
て
つ
く
ら

れ
た
「
も
も
の
会
」
は
現
在
も
図
書
館
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
。

（
ウ
)
郷
土
資
料
双
書
の
刊
行

　
昭
和
五
十
六
年
、
港
北
区
新
羽
町
の
旧
名
主

・
望
月
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
約
二
〇
〇
点
の

「
望
月
家
文
書
」
は
、
近
世
の
、
港
北
区
周
辺

を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
「
港
北
古
文
書

を
読
む
会
」
は
主
に
こ
の
文
書
を
研
究
す
る
趣

旨
で
郷
土
史
家
が
集
ま
り
、
つ
く
ら
れ
た
会
で

あ
る
。
港
北
図
書
館
で
は
こ
の
会
の
活
動
を
支

援
す
る
形
で
、
会
の
成
果
を
昭
和
五
十
八
年
か

ら
、
港
北
図
書
館
郷
土
資
料
双
書
と
し
て
刊
行

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
刊
行
し
た
も
の
は
、
「
望

月
家
文
書
第
一
輯
」
「
同
文
書
第
二
輯
」
「
皇

国
地
誌
」
で
あ
る
。

（
エ
）
港
北
図
書
館
ミ
ニ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
図
書
館
二
階
の
新
聞
・
雑
誌
・
大
型
本
コ
ー

ナ
ー
の
壁
面
（
長
さ
約
二
七
ｍ
）
を
ギ
ャ
ラ
リ

ー
と
し
て
一
般
市
民
に
貸
出
を
し
て
い
る
も
の

で
、
絵
画
・
写
真
な
ど
作
品
の
発
表
の
場
を
求

め
て
い
る
人
々
に
利
用
さ
れ
、
喜
ば
れ
て
い

る
。
同
時
に
、
月
に
一
度
位
で
入
れ
か
わ
る
作

品
は
、
来
館
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

（
オ
)
そ
の
他

　
昨
年
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
市
内
を
中
心

に
活
動
す
る
「
鉄
道
と
汽
車
旅
の
会
」
と
共
催

で
「
小
・
中
学
生
の
た
め
の
鉄
道
展
」
を
企
画

し
た
。
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
、
Ｎ
ゲ
ー
ジ
プ
ラ
モ

デ
ル
の
展
示
・
操
作
、
鉄
道
相
談
コ
ー
ナ
ー
等

か
ら
な
り
、
夏
休
み
中
の
三
日
間
で
約
一
、
〇

〇
〇
人
の
子
ど
も
た
ち
が
入
場
し
、
大
盛
況
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
昨
年
十
月
、
港
北
図
書
館
と
菊
名
地
区

セ
ン
タ
ー
の
複
合
施
設
で
あ
る
港
北
セ
ン
タ
ー

が
開
館
五
周
年
を
む
か
え
て
記
念
事
業
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
、
両
方
の
職
員
と
利
用
者
か
ら
な

る
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
、
内
容
が
練
ら
れ
開

催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
前
庭
で
は
、
野
菜
・
抜
木
・
盆
栽

等
の
即
売
会
が
ひ
ら
か
れ
。
午
後
一
時
か
ら
は

近
く
の
菊
名
小
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
招
い

て
、
に
ぎ
や
か
な
音
楽
の
中
、
く
す
玉
割
り
・

・
記
念
樹
植
・
風
船
と
ば
し
等
の
セ
レ
モ
ニ
ー

が
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
地

区
セ
ン
ダ
Ｆ
・
ホ
ー
ル
に
移
し
、
二
〇
〇
人
の

定
員
を
上
ま
わ
る
観
客
を
あ
つ
め
て
、
弁
士
の

説
明
付
き
の
無
声
映
画
を
上
映
し
、
一
連
の
記

念
事
業
も
好
評
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。

四
―
港
北
図
書
館
の
こ
れ
か
ら

　
図
書
館
の
活
動
を
こ
ん
な
風
に
言
え
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
実
り
豊
か
な
収
穫
（
人
生
）
の
た
め
に
、
畑

を
耕
や
し
、
苗
を
植
え
る
。
ど
ん
な
種
類
の
、

ど
の
苗
を
植
え
る
の
か
、
こ
れ
は
図
書
館
利
用

者
が
選
択
ナ
る
部
分
で
あ
り
、
種
類
豊
富
に
、

立
派
な
苗
を
準
備
す
る
の
が
図
書
館
の
役
目
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
苗
と
利
用
者

を
結
び
っ
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
図
書
館
に
働

く
職
員
（
司
書
）
の
使
命
で
あ
る
と
従
来
考
え

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
今
日
の
図
書
館
活
動
全
般
を
考
え

る
と
き
、
一
般
的
だ
っ
た
こ
の
概
念
で
は
、
説

明
し
き
れ
な
い
部
分
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　
例
え
ば
、
図
書
館
の
行
事
・
集
会
な
ど
は
、

図
書
館
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
、
普
及
・
広
報
活
動
と
考
え
ら
れ
て
き
た

部
分
で
あ
る
。

　
先
に
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
港
北
図
書
館
は

横
浜
市
の
図
書
館
の
中
で
も
特
に
、
行
事
・
集

会
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。
こ
れ
は
館
長
以
下
、

職
員
の
態
様
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
図
書
館

を
と
り
ま
ぐ
様
々
な
グ
ル
ー
プ
活
動
と
、
更
に

そ
れ
を
と
り
ま
く
住
民
の
要
求
と
深
く
関
係
が

あ
る
。
港
北
図
書
館
で
催
さ
れ
る
行
事
・
集
会

は
、
そ
れ
ら
の
要
望
に
答
え
た
結
果
で
あ
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
は
、
今
ま
で
の
図
書
館
活
動
の
理
論
で

は
、
少
し
は
み
出
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
価
値
観
の
多
様
化
、
高
学
歴
・
高
齢
化
社
会
、

情
報
化
社
会
、
こ
の
よ
５
　
に
定
義
づ
け
ら
れ
た

現
代
社
会
に
お
い
て
、
個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

た
人
を
結
び
合
せ
る
機
能
を
果
た
す
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
建
設
が
、
今
日
の
行
政
の
課
題
と
し
て

提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
言
葉
で
は
簡
単
な
こ
と

だ
が
、
実
際
面
で
は
か
な
り
難
し
い
。

　
し
か
し
、
本
と
い
う
媒
介
を
作
る
と
、
う
ま

く
い
く
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
、
港
北
図

書
館
は
体
験
的
に
確
信
を
も
ち
つ
つ
あ
る
。

　
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
多
様
な
、
行
事
・
集

会
活
動
に
参
加
し
て
き
た
人
た
ち
に
、
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
団
体
貸
出
を
行
っ

て
い
る
文
庫
を
挙
げ
て
み
る
。

　
文
庫
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
一
万
冊

近
く
の
図
書
を
持
つ
も
の
、
百
冊
前
後
の
小
さ

い
も
の
、
対
象
も
老
若
男
女
で
あ
る
が
、
文
庫

に
は
必
ず
本
が
存
在
し
て
い
る
。
お
じ
い
さ
ん

が
孫
を
つ
れ
て
く
る
、
子
ど
も
が
母
親
を
つ
れ

て
く
る
な
ど
、
人
々
が
文
庫
の
本
を
中
心
に
出

合
い
を
持
つ
。
実
態
は
井
戸
端
会
議
に
す
ぎ
な

い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
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テ
ィ
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

　
周
知
の
と
お
り
、
図
書
館
は
社
会
教
育
法
、

図
書
館
法
の
適
用
を
う
け
る
が
、
こ
こ
一
〇
年
、

横
浜
市
に
お
い
て
も
、
図
書
館
建
設
は
大
き
く

躍
進
し
た
が
、
図
書
館
活
動
の
内
容
は
、
同
二

法
に
定
め
ら
れ
た
規
定
を
完
全
に
実
施
し
て
い

る
と
は
ま
だ
言
え
な
い
。
同
様
の
趣
旨
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
も
の
は
多
々
あ
る
し
、
今
回
も
他

稿
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
こ

こ
で
は
、
港
北
図
書
館
の
現
時
点
に
た
っ
た
一

つ
の
視
点
を
書
く
に
留
め
た
い
。

　
社
会
教
育
法
・
図
書
館
法
が
定
め
た
市
民
サ

ー
ビ
ス
は
、
一
言
で
い
え
ば
個
人
サ
ー
ビ
ス
を

基
本
と
し
て
い
る
。
同
二
法
が
、
戦
後
の
歴
史

の
中
で
果
た
し
た
役
割
を
考
え
る
時
、
私
も
決

し
て
過
小
評
価
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か

し
、
個
人
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
、
グ
ル
ー
プ

（
集
団
）
サ
ー
ビ
ス
を
第
二
義
的
な
サ
ー
ビ
ス

と
み
な
す
こ
と
に
は
、
異
議
を
唱
え
た
い
。

　
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
限
り
が
な
い
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
仕
事
は
、
単
に
多
数

の
図
書
館
が
建
設
さ
れ
れ
ば
す
む
と
い
っ
た
性

質
の
も
の
で
は
な
い
。

　
団
体
貸
出
し
も
、
団
体
か
ら
個
人
に
貸
出
さ

れ
る
最
終
的
な
個
人
貸
出
し
を
目
標
と
す
る
の

で
は
な
く
、
先
に
挙
げ
た
意
味
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
立
場
に
、
も
う

一
つ
立
つ
な
ら
ば
、
図
書
館
活
動
も
飛
躍
的
に

前
進
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
お
わ
り
に
、
以
上
あ
げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
も

と
に
、
よ
り
具
体
的
な
実
践
課
題
を
挙
げ
て
み

る
。

　
こ
の
中
に
は
、
現
在
直
面
し
て
い
る
中
央
図

書
館
の
問
題
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
単

に
こ
こ
で
は
項
目
を
列
挙
し
、
詳
述
は
ぴ
か
え

る
こ
と
と
す
る
。

①
市
民
の
要
求
に
答
え
ら
れ
る
図
書
館
の
機
能

　
強
化
と
し
て

　
(
a
)
横
浜
市
中
央
図
書
館
と
各
区
図
書
館
の
ネ

　
　
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

　
(
b
)
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
読
書
・
資
料
相
談
）
レ

　
　
フ
ェ
ラ
ル
（
機
関
紹
介
）
の
充
実
強
化

　
(
c
)
生
涯
教
育
・
学
習
の
資
料
・
情
報
・
場
の

　
　
提
供

②
地
域
に
顕
在
す
る
団
体
へ
の
サ
ー
ビ
ス
強
化

　
と
し
て

　
(
a
)
地
域
文
庫
の
育
成
・
強
化

　
(
b
)
地
域
グ
ル
ー
プ
へ
の
資
料
援
助

　
(
c
)
地
域
個
有
ニ
ー
ズ
の
発
掘

③
対
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
途
と
す
る
図

　
書
館
運
営
の
再
検
討

　
(
a
)
図
書
館
休
日
の
み
な
お
し

　
(
b
)
開
館
時
間
の
み
な
お
し

　
(
c
)
図
書
館
職
能
研
修
の
強
化

　
〈
佃
・
長
谷
川
・
杉
浦
・
新
谷
＝
教
育
委
員

　
会
事
務
局
港
北
図
書
館
〉
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